
 

審 議 会 等 の 会 議 録 

会議の名称 平成２９年度第５回座間市公営企業運営審議会 

開 催 日 時 平成３０年３月２２日（木）午後１時３０分～午後２時５５分 

開 催 場 所 座間市役所４階 ４－２会議室 

出 席 者 
飛田昭委員、中野幸子委員、角田厚子委員、森繁委員、長本享一委員、窪

博之委員、芥川とよ子委員、西村佳裕委員、西海愛子委員、大谷勝也委員 

事 務 局 

上下水道局長、参事兼経営総務課長、水道施設課長、下水道施設課長、経

営総務課経営係長、経営総務課経理係長、経営総務課料金係長、水道施設

課技幹兼管理係長、水道施設課技幹兼工務係長、経営総務課経営係主任、

経営総務課経営係主事、経営総務課経理係主事、経営総務課料金係主事、

経営総務課料金係主事 

公開の可否  ■公開 □一部公開 □非公開 傍聴人数        ０人 

非公開・一部 

公開とした理由 
 

議 題 
・財政シミュレーションについて（水道事業） 

・財政シミュレーションについて（公共下水道事業） 

資料の名称 

【当日配布資料】 

・会議次第 

・財政シミュレーション（水道事業） 

・財政シミュレーション概要（水道事業） 

・財政シミュレーション（公共下水道事業） 

・財政シミュレーション概要（公共下水道事業） 

・水道事業の主な工事計画 

会議の内容 １ 開会、定足数の確認 

 

２ 議事 

（１）財政シミュレーションについて（水道事業） 

・財政シミュレーション（水道事業）について、事務局より説明を行った。 

【委員】 

水道利用加入金について、財政シミュレーションでは、平成３１年度



 

以降の金額は、平成３０年度と同じとのことですが、市に転入する方か

ら徴収するのであれば、件数が増え金額が変わるのではないですか。 

【事務局】 

水道利用加入金は、水道が必要になる建物等を新たに建てた場合に必

要となるもので、転入者が増えても、加入金が増える訳ではないため、

平成３０年度以降は同じ金額を計上しています。 

【委員】 

  給水人口が平成２８年度をピークに平成２９年度から減少していま

す。それは考慮しないのですか。 

【事務局】 

  水道利用加入金は、建物を建てれば住まなくても発生するものなの

で、給水人口ではなく住宅がどの程度建つかが問題になります。ここ数

年の傾向として、単身世帯用の住宅建設が多くなっています。ワンルー

ム住宅の場合、一部屋に一つずつメーターが付くので、それらを考慮し

て今後５年間の金額を推計しました。 

【委員】 

  資本的収支の企業債について、平成３２年度まではゼロですが、平成

３３年度からは増えています。これは水道事業の工事により、平成３３

年度から資金が不足するためですか。 

【事務局】 

  工事費を賄うために企業債を借入れます。平成３３年度から企業債を

借入れるのは、建設改良費の増加があります。施設整備費は、後年度の

方達にも公平に負担をしていただくために、建設費用の平準化を図るの

が望ましいとされています。平成３５年度に４億９千万円借入れる予定

ですが、これ以上は借入れない予定でいます。 

 

（２）財政シミュレーションについて（公共下水道事業） 

・財政シミュレーション（公共下水道事業）について、事務局より説明を

行った。 

【委員】 

平成３１年度では、一般会計補助金が２億３，１８０万円となってい

ます。これは、収益的収入の一般会計補助金１億９，２３２万円と資本

的収入の一般会計補助金３，９４８万円を足したものでしょうか。 

【事務局】 



 

その通りです。 

【委員】 

  平成３１年度では収益的収支は黒字ですが、一般会計補助金を受けて

います。一方、資本的収支は赤字で、一般会計補助金を受けています。

一般会計補助金を収益的収入に入れるのではなく、資本的収入に入れた

方がいいのではないですか。 

【事務局】 

  公営企業会計の計算上このようになっています。収益的収支は現金を

伴わないため、現金が不足しています。そのため、補助金として収益的

収入の中で受ける必要があります。 

【委員】 

  資本的支出の固定資産購入費等がゼロとなっていますが、これは固定

資産を一切買わないということですか。 

【事務局】 

  平成３１年度から平成３５年度まで固定資産を購入する予定はあり

ません。 

３ その他 

 次回の審議会の開催については、４月２３日（月）午後１時３０分から

行うこととなった。 

 

４ 閉会 

 

 


